
セブン&アイグループの重点課題

　セブン&アイHLDGS.は、ステークホルダーの期待や要請にグループが一体となって応えていくために、さまざまな立場のステークホ
ルダーの方々との対話を行い、取り組むべき重点課題を2014年に特定しました。特定から7年が経過し、事業活動と関係する社会課題
や社会からの要請が多様化しています。これらに適切に対応するために、さまざまなステークホルダーとの対話を通じて、2022年3月
に重点課題を改定しました。ここでは、その改定までのプロセスについてご紹介します。

重点課題改定の目的

重点課題改定プロセス（2022年3月改定時）

STEP 1

検討すべき社会課題の抽出

　重点課題を改定するにあたって、検討すべき社会課題の抽出を行いました。。2014年の特定時の社会課題項目を整理・統合し、グル
ープの企業行動指針などの方針だけでなく、GRIガイドライン、ISO26000、SDGs、グローバルリスクレポート、SASBなどの世界的
な枠組みや、日米の政府会議などで議論される課題、中期経営計画で検討した外部環境、ESG評価機関の調査項目なども加味しまし
た。

セブン&アイグループの事業領域が拡大し、関係する社会課題や社会要請が多様化する中、特に重視すべき課題に集中し、適切に対
応する

グループ全体の社会価値・経済価値創出の方向性を明確に示し、グループシナジーを最大化する

グローバルスタンダードに対応したサステナビリティマネジメント、情報開示を推進する
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STEP 2

5,000人を超えるステークホルダーへアンケートを実施

　抽出した480の社会課題から35項目を選び、グループが取り組むべき課題についてステークホルダーにアンケートを実施しました。
アンケートの対象は、海外の事業会社も含め、2014年の特定時よりも対象会社を9社※に拡大するとともに、セブン-イレブン加盟店オ
ーナーまで範囲を拡大しました。 5,000件を超えるアンケート回答と1,000件を超えるコメントをいただきました。

STEP 3

有識者とのダイアログの実施

　セブン＆アイグループを代表する事業会社3社（セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカドー、そごう・西武）およびセブン＆ア
イHLDGS.において、ステークホルダーの代表として幅広い知見を持つ有識者の方々とダイアログを実施しました。アンケートの回答を
もとに、社会におけるグループの役割や解決が期待される社会課題について、忌憚のないご意見をいただきました。（写真はセブン＆
アイHLDGS.のダイアログの様子）

セブン＆アイHLDGS.、セブン‐イレブン・ジャパン、7-Eleven, Inc.、イトーヨーカドー、ヨークベニマル、ヨーク、そごう・西
武、セブン＆アイ・フードシステムズ、セブン銀行

※
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STEP 4

ステークホルダーとグループの意見を考慮した新しい重点課題の決定

　ステークホルダーアンケ―トの結果をもとに、縦軸をステークホルダーにとっての重要度、横軸を事業会社にとっての重要度とし、9
社分のマトリクスを作成しました。これらを集約することでグループのマトリクス（下図）を作成し、アンケートのコメントや有識者
とのダイアログ・その他の事業会社経営陣へのヒアリングなどで挙がった意見を考慮し、7つの重点課題を決定しました。 新しい重点
課題は、グループ従業員が「自分事」として取り組めるよう、具体的な取り組みとの関連性が分かりやすい文言を採用しました。

STEP 5

重点課題に関わるリスクと機会の整理

　重点課題を決定するとともに、ステークホルダーアンケートの結果や有識者ダイアログなどで言及されたご意見を踏まえ、新しい重
点課題に関わるリスクと機会を整理しました。 重点課題を解決する新たな取り組みを創出するとともに、リスクの低減に努めること
で、持続可能な社会の実現と企業の持続的成長を目指してまいります。

STEP 6

アクションプランへの落とし込み

　セブン＆アイグループでは、新たに特定した重点課題を経営の根幹に据え、実効性を担保すべく、各事業会社において事業を通じた
重点課題の解決に資する具体的な取り組みを策定しています。SDGコンパス※と同様の手法になりますが、新しい重点課題に対して、
目標を達成するアクションプランを策定し、本業を通じた課題解決に資する活動を実行していくことで、経営への統合を進めてまいり
ます。

SDGコンパス： GRI（グローバル・レポーティング・イニシアティブ）、国連グローバル・コンパクト、WBCSD（持続可能な発展
のための世界経済人会議）の3団体が共同で作成した、企業がSDGsにどのように取り組むべきかを示した行動指針

※
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セブン&アイグループの重点課題

重点課題 1


お客様とのあらゆる接点を通じ
て、地域・コミュニティとともに
住みやすい社会を実現する

重点課題 2


安全・安心で健康に配慮した商
品・サービスを提供する

重点課題 3


地球環境に配慮し、脱炭素・循環
経済・自然と共生する社会を実現
する

重点課題 4


多様な人々が活躍できる社会を実
現する

重点課題 5


グループ事業を担う人々の働きが
い・働きやすさを向上する

重点課題 6


お客様との対話と協働を通じてエ
シカルな社会を実現する

重点課題 7


パートナーシップを通じて持続可
能な社会を実現する
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https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme1.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme2.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme3.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme4.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme5.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme6.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme7.html

